
〇入札方式別発注工事及び業務の状況について 

特に意見なし 

〇指名停止等の状況について 

特に意見なし 

〇個別案件について 

質     問 回     答 
１．指名競争入札（工事） 
【令和６年度（補正分）林業専用道開設事業上来待線工事】 

〔発注機関：松江県土整備事務所〕 

○指名対象区域が、松江市橋南地区内となっ

ているが、玉湯町・宍道町のことか。この

範囲にした理由を教えてほしい。 
〇今回、１社入札であるが。 
 
 
 
 
〇落札率が低い理由は。 

○金額によって指名する範囲を決めてい

る。規模の小さい工事は、地元の業者が

受注しやすいよう配慮している。 
〇この工事が、補正で入札の時期が年度末

であった。また、中山間地での現場なの

で、業者にとっては現場条件が良くなか

ったかもしれない。地元業者以外は手を

挙げづらい。 
〇競争相手を想定して、低い額での入札と

なったのでは。 
２．一般競争入札（工事） 
【矢上高等学校長寿命化（寄宿舎旧女子棟内部改修外 建築）工事】  

〔発注機関：営繕課・西部県民センター県央事務所〕 
○工事内訳書を見ると、現場管理費が低く、

共通仮設費が高く見積もられているが。 
〇一社入札の理由は。 
 
 
 
〇諸経費の見積額が低いと問題では。 

○業者が、必要と判断されたのでは。 
 
〇この案件が出たときと同時期に、同様の

工事が邑南町内で発注されていたので、

結果的に一社入札となったと推測され

る。 
〇工事のレベルを落とさなければ、問題は

無い。また各段階で監督員が確認を行っ

ている。 
３．一般競争入札（工事） 
【浜田養護学校長寿命化 （屋内運動場 外壁改修外）工事】  

〔発注機関：営繕課・西部県民センター〕 
〇入札可能な業者が７２あって、２社入札だ

と物足りない。事情は。 
 

〇現場が、学校であり、また、施工時期が

夏休みの時期であること等いろいろと制

約が多いので、敬遠される傾向がある。 



〇その他工事とは。 
 
〇総合評価の結果は、公表されているのか。 

〇防球ネット（照明器具を保護）の一時撤

去と復旧である。 
〇PPI（入札情報サービス）にて公表され

ている。 
 ４．指名競争入札（業務） 
【令和７年度 道路交通情勢調査業務】 

〔発注機関：道路建設課〕 
◯予定価格は非公表か。 
〇応札額が離れている理由は。 
 

○非公表である。 
〇業務が H27、R3、R7 と 5 年おきに実施

している５年前に別の業者が受注したの

で、受注業者がそれを警戒して低く応札

した可能性がある。 

５．指名競争入札（業務） 
【防災・安全交付金（都市防災総合推進事業）既存盛土分布調査業務（その２）】 

〔発注機関：都市計画課〕 
○４社が同額でくじ引きだが、予定価格は公

表されているのか。 
 

○公表はされていないが、業務の内訳はほ

ぼ人件費なので、差が開かなかったので

は。県外の業者だとくじ引きになる傾向

がある。同様の業務は全国で行われてい

るが、入札の状況は不明。 
６．一般競争入札（工事） 
【大型標識工及び道路標識設置工事（工事番号７－５）】  

〔発注機関：島根県警察本部〕 

○撤去・新設は、どのように決まるのか。 
 
〇工事の規模は結局予算で決まるのか。 
 
 
〇表示板の設置は基礎まで含めるのか。 
〇基礎も含める割に安くないか。 

○各警察署から要望が上がり、優先順位を

決めてから実施する。 
〇箇所ごとに標識の形式が違い値段も変わ

ってくるので、予算を見ながら個所数を

決める。 
〇含める。 
〇適正な額である。 

７．一般競争入札（工事） 
【令和７年度 西石見二期地区 大谷橋耐震補強工事】  

〔発注機関：益田県土整備事務所〕 
○多くの方が参加されているが、条件の良い

工事なのか。 
○工事内容が、重機を使わずに足場を組ん

で製品を設置する工事であるので、多く

の方が参加しやすい工事であった。と推

測される。 
 
 



８．随意契約（工事） 
【三隅港臨海工業団地太陽光発電所 太陽光電池モジュール修繕工事】 

       〔発注機関：企業局西部事務所〕 
○H28 から運用を開始しているようだが、補

修は今年が初めてか。 
〇他にも太陽光発電所はあるのか。 
 

○過去にも行ったことがある。 
 
〇石見空港と江津浄水場に設置している。 

９．指名競争入札（工事） 
【伊佐川 河川災害復旧工事（６災１６４号）】 

〔発注機関：県央県土整備事務所〕 
○入札の内訳書を確認すると、工事費、共通

仮設費、現場管理費まではどの業者も一緒

だが、一般管理費で差がつくのか。 
 

◯そうである。災害復旧工事に特化したも

のではないが、その他の工事が同じ傾向

かは不明。 
 

 


